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高田英樹                                   2026.2.18  

                                                                                                                                                                                                                                                 

全訳『世界の記』（7 版対校訳） 

IV  カタイとマンジ  

(２)沿海部 

 

16 スジュ 蘇州 Ch.151 

― 「天上キンサイ地下スジュ」 ― 

 

 

 

 

 

図 1 平江図（蘇州  碑刻復原図  1229 年）  

 

 

（この章は、「謎ときマルコ・ポーロ」シリーズの「XII 天上天堂地下蘇杭（范成大）」(第 3 号

2019.9)として掲載したが、今回章順に則ってここに再録する。全体の体裁は「全訳  世界の記」

に合わせ、解説はかなり補った。太字は、原文・和訳とも F は Z・R との、他は F との異なりを

示す。）  
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蘇州、春秋・三国以来の呉の都、江南随一の経済・文化都市、運河沿い柳の下に

軒を連ねる料亭と蘇州夜曲、あるいは、12 世紀の蘇州の文人范成大の「天上天堂地

下蘇杭」（上有天堂下有蘇杭）や「蘇湖熟天下足」の句で知られているかもしれない。  

 17 年の長きにわたってそこにあったにもかかわらず、ポーロの書には必須の中国

事項とでもいうべきものが出てこない、あるいは記述が十分でないことはよく知ら

れる。まず長城、次にお茶、そして漢字、さらには纏足や宦官、四大発明でも火薬

と羅針盤は出てこないし、紙と印刷術もごく簡単に触れられるだけである。もう一

つの大きな欠落は、昔の漢や唐の文化、哲学や文学や美術ではないだろうか。ある

いは、上記の項目も含めて大きな中華文明と言ってもよい。往古であれ当時であれ、

儒教や儒者、漢詩や文学者、書画や文人のことがまともに記され、彼らが登場する

ことはついに全編一度とてない。まるでその言い訳かのように、ここ蘇州には「大

哲学者」（文人や儒者）と「大自然医術師」（漢方医術師）がいると、辛うじて「大」

を冠して一言言い添えられるだけである。  

 范成大は、官吏として宋の朝廷に仕えた士大夫であると同時に、陸游・楊万里ら

とともに「南宋四大家」に数えられる詩人でもあった。前者としては、1170 年時の

皇帝孝宗により国使として金国に派遣され、命を顧みず毅然とした態度で、同国と

の屈辱的な外交礼法を改めることに貢献したことが知られる。後者としては、引退

して後の蘇州郊外での田園生活を詠った『四時田園雑興』や、蜀（成都）から長江

を下って蘇州に帰った時の旅行記『呉船録』、あるいは蘇州についての百科事典『呉

郡志』等が知られる
１）
。その中に、上の句がある

２）
。そして、それがこの章に出て

くる、ただし奇妙な形で。  

 

１）小川環樹訳『呉船録・欖轡録・驂鸞録』平凡社東洋文庫、2001。村上哲見『蘇州・杭州

物語』集英社、1987。 ２）「諺曰天上天堂地下蘇杭又曰蘇湖熟天下足」（『呉郡志』巻 50）。  

 

図 2 范成大  
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図 3 現蘇州市街図  ①呉門橋 ②覓渡橋  

 

 

 

 

 

① 

② 



4 

 

1  F:BNF fr. 1116, ff. 65v.b6 - 66r.b7.  

(65v)  
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(66r)  
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F151  

 

Ci deuise de la cite de Suigiu.  

Tuigiu è une tra noble cite et grant. Il sunt ydules et au gran Chan et ont monoie de 

carte. Il ont soie grandisme quantites. Il uiuent de mercandies et d’ars. Il font [manint 

darars. Il font] maint dras de soie por lor uestiment. Il hi à grant mercant et riches. Il 

è si grant qu’ele gire enuiron .xl . miles. Il h‘à si grandismes quantites des iens que 

nulz en poroit sauoir le nubre. Et  si uoç di que  se il fuissent homes d’armes, cel de 

la prouence dou Mangin, il conquistrent tout l’autre munde. Mes il ne sunt pas homes 

d’armes. Mes ie uoç di que il sunt saies mercant et sotil homes de toutes ars, et si 

a grant filosofe et grant mire naturel que mout saient[seuent] bien nature. Et si uoç 

di tout uoirmant que  en ceste cite à bien .vi. m pont de pieres, que bien hi paseroit 

por desout .i.  galee .et ii..  Et encore uoç di  que en celes montagnes de ceste uille 

naist la [le]ribarbar et gengibre en grant abondance, car ie uoç di que  por un 

uenesian gros aurest bien .xl. liure de grengibre fres, que mout [66r.a] est buen. Et 

sachies que elle à sot sa seingnorie .xvi. cite mou grant et de gran mercandies e de 

grant ars. Et sachies que  le non de ceste cite,  qui è apelle Sugiu, uant a dir en 

françois  la tere; et un autre cite que è pres de ci  è apelles le ciel. Et cesti non 

ont elles por lor grant  nobilite. Et uoç conteron de l’autre noble cite que le ciel è 

apelles.  

Or nos pariron de Cuigiu[Suigiu] et aleron a une cite que è apelle Vugiu. Et sachies 

que ceste Uugiu è longo de Sugiu une iornee. Elle è mout grant cite et boine et de 

grant mercandie e de grant ars. E por ce que ne i à couse de nouite que a 

mentouir face, nos partiron d’elle et uoç conteron d’une autre cite 

qui è appellee Vughin.   

Et ceste Vughin è encore une mout grant cite et noble. Il sunt ydres et [sunt] au grant 

Kaan, et ont monoie de carte. Il i a grant quantite de soie et de mantes autres chieres 

mercandies. Il sunt saies merchant et saies d’ars.  

Or nos partiron de ceste cite et uoç conteron de la uille de Ciangan.  

Or sachies que  ceste cite de Ciangan è mout grant et rique. Il sunt ydres et sunt au 

grant Kaan, et ont monoie de carte. Il uiuent de mercandies et d’ars. Il hi se font 

sendal de maintes faisonz en grandisme quantite. Il ont ueneionz et checeisonz asec. 

N’i à autre chouse que a mentouoir fa[ce]. Et porce nos partiron de ce et 

aleron auant et uoç conteron des autres cites. Et ce sera de la noble cite de Chesai, 

que è la mestre uille dou  roi de Mangi.  
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F151 スィジュ市について述べる 

 

   スジュはとても立派で大きい市である。偶像崇拝で、グラン・カンのもとにあり、紙のお金をも

つ。絹が大量にある。商業と手工業で生きる。自分たちの衣服用に絹の布をたくさん織る。

裕福な大商人がいる。とても大きく、周囲四十マイルある。住民は、誰もその数はわからな

いほどものすごく多い。いいですか、マンジ地方の人間が武人であったなら、残りの全世界

を征服したことだろう。彼らは武人ではないが、しかしいいですか、賢明な商人とあらゆる技

に巧みな人々で、大哲学者や自然をとてもよく知っている大自然医術師がいるのですよ。

また本当にいいですか、この市には六千もの石の橋があり、その下を一、二隻のガレー船

が充分通れるだろう。さらにいいですか、この町の山には大黄や生姜が大量に生えるので

すよ。だからいいですか、一ヴェネツィアグロスでとても質のいい新鮮な生姜が四十リブラも

手に入るだろう。管轄下に十六もの大商業と大手工業のとても大きな市をもっていることをご

存じありたい。また、スジュというこの市の名前は、フランス語で地という意味であることをご

存じ下さい。これの近くにあるもう一つの市は天と呼ばれる。これらはこの名を、その偉大な

立派さゆえにもっている。天と呼ばれるもう一つの立派な市についてお話しよう。 

  さて、スジュを発ってヴジュという市に行く。そのヴジュはスジュから一日行程離れていることをご

存じありたい。大商業と大手工業とても大きな良い市である。特に記すべき珍しいことはな

いので、そこを発ち、ヴギンという別の町についてお話しよう。 

  そのヴギンもとても大きく立派な市である。偶像崇拝で、グラン・カアンのもとにあり、紙のお金

をもつ。絹や他の高価な商品が大量にある。経験豊かな商人と巧みな職人たちである。 

 さて、その市を発ち、チァンガンという町についてお話しよう。このチャンガン市はとても大きく豊

かであることをご存じありたい。偶像崇拝で、グラン・カアンのもとにあり、紙のお金をもつ。商

業と手工業で生きる。様々な種類の薄絹地が大量に作られる。狩猟と鳥猟がいっぱいあ

る。他に特に記すべきことはない。それで、そこを発って先に進み、別の市のことをお話しよう。

すなわち、マンジ王の首都である立派なケサイ［キンサイ］市のことである。 

 

Here he tells of the city of Suigiu.  

Tuigiu is a very noble city and great. They are idolaters and are subject to the 

great Chan and have money of paper. They have silk in very great quantities. 

They live by trade and by arts. They make many clothes of silk for their clothing. 

Here are great merchants and rich. It is so great that it is forty  miles round. It 

has so great quantity of people that no one could know their number. And I say 

to you that if they were been men of arms, those of the province of Mangi, 

they would have conquered all the other world. But they are not men of arms. But 

I say to you that  they are wise merchants and fine men of all arts, and there 

are indeed great philosophers and great natural physicians who know the nature 
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very well. And so I say to you truly that  in this city there are quite six 

thousand bridges of stone, under which could pass well one galley or two. And  

also I say to you that  in these mountains of this town grows the rhubarb and 

gingers in great abundance, for I say to you that  for a Venetian gross you 

would have quite forty pounds of fresh gingers, which are very good. And you 

may know that it has under its sovereignty sixteen very great cities of great 

merchandises and of great arts. And you may know that the name of this city, 

which is called Sugiu, means to say in French  the earth; and another city which 

is near here is called the heaven. And these names, they have its for their 

great nobility. And we shall talk to you of the other city which is called the 

heaven.  

Now we will depart from Cuigiu and will go to a city which is called Vugiu. And 

you may know that this Uugiu is distant by one days journey from Sugiu. It is 

very great city and good and of great merchandises and of great arts. And 

because there is nothing of new which does to mention, we will 

depart from it and will tell you of another city which is called 

Vughin.   

And this Vughin is also a very great city and noble. They are idolaters and subject 

to the great Kaan, and they have money of paper. There is great quantity of silk 

and of many other expensive merchandises. They are wise merchants and wise in 

arts.  

Now we will depart from this city and will tell you of the city of 

Ciangan.  Now you may know that  this city of Ciangan is very great and 

rich. They are idolaters and are subject to the great Kaan, and have money of 

paper. They live on the merchandise and of arts. Here are made many fashions of 

sendal in very great quantity. They have hunting and chase  enough. There is not 

another thing which does to mention.  And therefor we will depart from 

it and will go forward and  we will tell you of the other cities. And it will 

be of the noble city of Chesai, which is the master town of the king of Mangi.  

                             

 (Moule より抜粋)  

 

蘇州、といってもたったこれだけである。同市の誇るいくつかの事どもも一言あ

るいは数行で列挙されるだけで、他の中小都市とさほど変わらない。そのノートに

はおそらくもう少しは詳しくあったであろうが、次章のキンサイ杭州の驚くべき詳

しさ・長さからして、この市のことをよく知らなかったし、興味を抱かなかったの
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ではないか。あるいは、十分なインフォーマントを持たなかったか。蜀の都であっ

た成都（謎Ⅲ「安順橋」）では、奇妙な形ではあったがそれでも三国志のことが出て

きたのに対して、呉の都であったここは、片鱗もない。すでに見てきたことだが、

ポーロがいかに歴史に暗く、文化や芸術に関心を持たなかったかを示す。  

とまれ、いちおうたどっておくと、まず絹。実際、「絲綢之府」と呼ばれるほど、

古来その絹織物は名高かった。次に、周囲「40 マイル」。大都の 24 マイル、成都の

20 マイルと比べても、誇大に過ぎる。蘇州城は周囲 47 里（約 26 キロ 17 マイル）

と称されたが、「周囲」というのがもし城郭のことであれば、今も残っているお堀

（外城河）で見る限り、東西約 3.3km 南北約 4.4km、したがって周囲約 15.4 キロ

10 マイルとなる。住民は、「数え切れないほど多い」。当時城内人口 80 万近く、近

隣の 6 県合わせると 2 百万を超えたといわれる。  

羅城と子城の二重の城壁を廻らせた堂々たる城市であったが）、城郭や市街の描写

はなく、代ってあるのが、ここでも橋である。盧溝橋では、橋面が平らでその上を

騎兵が並んで通れることを感嘆していたが、ここでは逆に、真ん中が太鼓型に盛り

上がって、その下をガレー船が通れることを称える。ここで思い描かれているのは、

確実に呉門橋であろう（高さ 10m、径 16m）。その雄大にして優美な姿に、橋に尽

きせぬ興味を示すポーロは、惹かれずにはすまなかったであろうが、名前も描写も

ない。ただ、蘇州の運河はさほど幅広くなく橋も大きくなく、またヴェネツィアの

橋も下に船を通すため太鼓型になっており、その点では盧溝橋ほどには感嘆しなか

ったのかもしれない１ ）。 

蘇州はまた名高い水郷地帯であり、まさしく東洋のヴェネツィアと呼ばれてもお

かしくないほど、城址のみならず近郊も運河とその上に架かる石橋が多かった。が、

その数「6 千」というのは、相変わらずの誇張か、ローマ数字Ⅵｍの転記時の何らか

の誤り、おそらく m（千）と c（百）の書き違えであろう。実際は約 400 と称され

た。  

橋の他に、蘇州はまた滄浪亭（956 年造）等の名高い園林の町であったが、言及

はない。訪れる時間がなかったのであろうが、伝え聞いたり案内されたりしても、

人工的・幾何学的な美を誇る西方の庭園と比べて、自然そのままのような中国の庭

はどこがよいのか理解に苦しんだことであろう。  

産物では、穀物ではなくいささか奇妙なことに、「大黄と生姜」が挙げられる。大

黄は、スチュ（Ch.61 粛州）やチベット（Ch.115）の特産とされたように寒冷な乾

燥山地に生え、温暖湿潤な江南には産しない。他の何かとの混同である。蘇州の歴

史は、紀元前 514 年春秋時代末期呉が蘇州城を築いたときに始まるとされ、その名

は市の南西太湖に浮かぶ姑蘇山（洞庭山）から来ている。本書には「近くの山に生

える」とあるところからして、おそらくそこの蘇木を大黄と見誤ったか聞き間違え

たのであろう。生姜は、1 ヴェネツィアグロスで「40 リブラ」、フジュ王国（謎 XI
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「水西大橋」）の「80 リブラ」の半分である。両地方でそれほどの差があったか、

疑われる。「リブラ」の重さは時代により地域により一定しないが、最小 300g から

最大 500g の幅でとると、12kg から 20kg となり、生姜が胡椒と同様に貴重な香味

料であった西方人にとっては驚くべき量である。が、これも単位の間違いか誇張で

あろう。  

蘇州は、春秋時代 の呉に始まり秦・漢・隋・唐 そして宋を通じて江南随一 の文

化・経済都市であった。そのことを著者は、ここにマンジ地方を代表させて、賢明

な商人とあらゆる技に巧みな工芸職人の他に、「大哲学者」と「大自然医術師」のい

ることを挙げる。同書の欠落事項の一つに、漢字や印刷術と並んで中国文明、とり

わけ思想や芸術（絵画・文学・演劇）への言及のないことは冒頭に述べたが、ここ

は、具体性を欠くがかろうじてその欠を補うものとなっている。この市に限定され

るわけではなく、「大哲学者」とは広く知識人つまり文人や儒者を、「大自然医術師」

とは漢方医を指すであろう。中国の部では学者・文人や技師・薬師、学問や医術の

ことはどこにも記されないが、長の滞在中には必ずや彼らの多くと出会い語り、そ

のお世話になったことであろうし、どこかでその一人なりとも登場させていれば、

彼らの東方滞在の有力な証人となったであろうにと惜しまれる。  

 最後に、スジュという名前がフランス語で「地」という意味で、近くにあるもう

一つの市は「天」と呼ばれることを紹介して、次の「キンサイ」（杭州）につなぐ。

諸註によれば、南宋末の巷で「天上天堂地下蘇杭」（苑成大『呉郡志』）との俗謡が

流行り、それを誤解したものだとか。元の意味は、天上には天国が地上には蘇州と

杭州がある、両市ともそれほど立派だと言わんとしたものだそうであるが、それを

ポーロは蘇州は地、杭州は天で、両市にはそれほど差があると逆にとった。この誤

解がどこに由来するのか、提供された情報が曖昧だったのか、ポーロが正しく理解

しなかったのか、それともルスティケッロがそれらしく解釈したのか、跡付けるの

は難しいが、それでも地名の意味が持ち出されているのはここだけであり、この素

晴らしい都市についてポーロもそれなりに興味を持ったこと、人からであれ書き物

からであれある程度深く情報を集めたことを物語っていよう。  

ところが、本書の扱いの上ではまさに天と地ほどの違いがある。蘇州の章は、上

に取り上げた事項も一つ一つはほんの一文程度の簡略なもので、全体としてもこれ

までの町よりは少し長く詳しい程度なのに対して、次章杭州はその何倍にも及ぶ長

大・詳細なもので、その富と華が延々と描かれるからである。そのことからすると、

「地の都」というのは、次の「天の都」キンサイを引き立たすためのルスティケッ

ロの技巧だったのではないかと勘繰られる。  

 そのあと筆はすぐ杭州に至らず、途中にある三つの町「ヴジュ」「ヴギン」「チャ

ンガン」の名を挙げる。行程日数と主たる産業と商品が記されるだけで、特記事項

はない。「ヴジュ」Vugiu は、蘇州の古名呉州 Wu-zhou で、蘇州から運河沿いに南
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約 20 キロの呉江州 Wu-jiang-zhou、「ヴギン」Vughin は，ペリオによれば Caghin

で 嘉 興 Chia-hsing [Pelliot:872]、 愛 宕 に よ れ ば 湖 州 の 古 名 呉 興 Wu-xing [愛

宕:II,58]で、運河ルートから外れるが太湖の南西の湖州路 Hu-zhou-lu、「チャンガ

ン」Ciangan は，ペリオによれば長安 Chang-an（杭州の北）[Pelliot:257]、愛宕

によれば呉江の南約 70 キロの運河沿いの嘉興 Jia-xing [愛宕:II,58] に比定される。

そこから杭州まで約 90 キロである。  

  

１）当時の橋としては他に唯一、大徳 2-4 年（1298-1300）に建造された覓渡（みと）橋(図 6)

が外城河東南角に残っている。  

 

 

 

 

図 5 呉門橋  

 ①外城河西南角   1084 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 覓渡橋  

②外城河東南角    1298 年  
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２  FA2：BNF fr. 2810, ff. 66v.35-67r.16.  

(66v)  
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(67r)  
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FA2 151  

Cy dist de la cite de Singuy.  

Sjnguy est une tres noble cite et grande. Ilz sont ydolastres et sont au grant Kaan et 

ont monnoie de charter. Ilz ont soie en grant quantite. Et viuent de mestiers et de 

marchandises. Ilz ont grant plante de soie, dont ilz font draps a or et autres .  Celle 

est moult grant cite et a bien de tour . lx.  milles① . Et si y a si grant plante de gent que 

l’en n’en sauoir le nombre.  

Et se ceulx  /67r/ de celle cite et ceulx de la contree du Manguy fussent gens 

d’armes, ilz conquesteroient tout l’autre monde. Mais ilz ne le sont point, ains sont 

marchans et gens moult soubtilz de tous mestiers.  Et si a en ceste cite moult de 

philosophes et de mires② . Et sachies que en ceste cite a .vi. m  ponts, tous de pierre, et 

passe bien soubs chascun pont vne galee ou deux. Et aux montaignes de ceste cite 

croist reobarbe [et] gingembre aussy a grant plante; car pour vn gros veniscien en 

auroit on bien .lx. liures③.  Et a ceste cite soubs sa seigneurie .xvj. grans citez, qui 

sont moult bonnes et bien marchandez. Et le nom de ceste cite Singuy vault a dire en 

francois la terre, et vne autre cite qui est pres de ceste cy, qui a a nom Quinsay, vault 

a dire le ciel, de laquelle nous vous compterons cy auant; et ces noms ont elles pour 

leur grant noblesce.  

Or nous partirons de Singuy et yrons auant a un autre cite qui a nom Vunguy; et est 

loings de Singuy vne iournee, et est moult grant cite et bonne et de grant marchandises 

et de pluseurs  mestiers. Et pour ce qu’il n’y a autre chose qui a compter face, nous 

yrons auant pour comper de la trenoble cite de Quisay, qui est la maistre cite de toute 

la prouince  du Mangy.    

 

「もし、この市の者たちとマンジ地方の者たちが武人であったなら、全世界を征服したことだろう。

しかし彼らは全くそうではなく、商人でありあらゆる仕事にとても巧みな人々である。またこの市

には、たくさんの哲学者と医術師②がいる。この市には橋が６千あり、全て石造りで、どの橋の

下も 1 艘か 2 艘のガレー船が十分通ることが出来る。またこの市の山には、大黄と生姜も大

量に育つ。だから、1 ヴェネツィア・グロスでそれを 60 リーヴル③も手に入れるだろう。またこの市

は、配下に 16 の大都市を有しており、それらはとても優れてまた商業が盛んである。この市の

名前シンギィーはフランス語で地を意味し、ここの近くにあるキンサイという名を持つもう一つの

市は天を意味するが、そこについては先で皆さんにお話ししよう。また、それらはこの名をその偉

大な立派さゆえに持っている」 

 

①「（周囲）60 マイル」F「40 マイル」  ③「（生姜）60 リーヴル」F「40 リブラ」。  

②「たくさんの哲学者と医術師」F「大哲学者や自然をとてもよく知っている大自然医術師」。  
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3  TA1:Firenze BNCF, Ms. II.II.44, ff. 57r.8-57v.1.  

(57r)  
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(57v)  
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Della città chiamata Signi. 

  

Signi èe una nobile città; et sono idoli et sono al Grande Chane; et moneta ànno 

di charte. Elli ànno seta et vivono di merchatantia et d’arti; et molti drappi di 

seta fanno, et sono ricchi merchatanti. Ella èe sì grande ch’ella gira LX miglia ,  

e v’à tanta giente che gniuno potrebbe sapere lo numero. 

E sì vi dicho che se fossero huomeni d’arme quegli degli Mangi, egli chonquistebbono 

tutto ’l mondo .  Ma elli non sono huomeni d’arme,  ma sono savi mercatanti d’ogne 

chosa et sono buoni et naturali filosafi① .   

Et sappiate che questa città àe bene VIm ponti di pietre, che vi passerebbe sotto 

una ghalea. E anchora vi dicho che nella montagnie di questa città nascie il 

reubarbero e giengiaro in grande abondanza, ché per uno viniziano grosso 

s’avrebbe bene XL libre di zezano frescho, ch’è molto buono. Et d’à sotto di sé 

XVI città molto grande et di grande mercatantia et d’arti.②  

Or ci partiamo di Singni, et chonterovi d’un’altra ch’à nome Ingiu. E t questa è 

lungi da Singni una giornata: ella è molto grande et nobile, ma perché non v’à 

nulla da ricordare, dirovi d’un’altra ch’à nome Unghin. Questa è grande e 

riccha; et sono idoli et sono al Gran Chane; et la moneta ano di carte. Quivi ano 

abondanza d’ogni chosa; et sono merchatanti et savi molto et buoni artefici.  

Or ci partiamo di qui, et diovi di Cianghi,  ch’è molto grande e bella, e àe ongni 

chosa chome·l’altre; et favisi molto zendado.  Qui nonn à ’ltro da richordare: 

partiremoci ed andremo alla nobile città di Quisai, ch’è la mastra città de l 

reame deu Mangi.  

 

 

 かなり大きく要約されて、意味のズレが生じてきた：  

①「もしマンジの人たちが武人であったなら、全世界を征服しただろうと言おう。

しかし彼らは武人ではなく、あらゆるものの賢い商人であり、優れた自然哲学者で

ある」：F「彼らは賢明な商人とあらゆる技に巧みな人々で、大哲学者や自然をとて

もよく知っている大自然医術師がいる」 

 ②スジュとキンサイの名前の由来は略された。  

 ③都市名：F  ：Suigiu/Sugiu－Ungiu－Vughin－Ciangan－Chesai  

TA：Signi/ Singni－Ingiu－Unghin－Cianghi－Quisai  
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４  VA3：Padova, CM211, ff. 53v.6-21.  

(53v)  
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Cap. CXVI [Della gran zità  de Singui, ch’ è a dir zità della te[r]a.]  

 

Singui è una nobilisima zità,  la qual volze sesanta  meglia, et ène sì gran zente 

ch’ell è  una grande meraveglia .  Se lla zente dela provinzia de Mangi fosse zente 

d’arme, non se poria  chonquistar da tuto el mondo ,  ma i non sono omeni per arme, 

ma sono boni merchadanti e sotil zente de tute arte, et ène molti  filoxofi e molti  

miedexi.  

In questa zità è ben sieamilia ponti de piera, e passa per soto zaschadun ponte una  

galia, e per tal modo sono fati .  El se ge lavora mo[l]ti drapi de seda. In le 

montagnie de questa zità nasie el reubarbaro e  tanto zenzero che l’omo n’averave 

tanto quanto serave livre  sesanta per tanto arzento quanto  è uno vinizian 

grosso. Questa zità  à  soto si sedexe altre zità  bone e de grande merchadantia et  de 

grande arte, perché  questa zità ,  Singui, è  a dir in nostra  lengua latina  la terra, e 

un’altra [à] nome el ziello. E questo si è  per la gran nobilità  de questa zità.  

 

第 116 章 ［大シングイ市について、地の市という意味である］ 

シングイはとても立派な市で、周囲 60 マイルあり、大いに驚くほどたくさんの人々がいる。もしマ

ンジ地方の者たちが武人であれば、全世界によっても征服されないだろうが①、彼らは武器の

人ではなく、よき商人であり、あらゆる技に優れた人々であり、哲学者と医術師がたくさんいる。 

この市には６千もの石の橋があり、そのそれぞれの下を船が通り、そのように造られている。たく

さんの絹織物が織られる。この市の山には大黄と生姜がたくさんでき、１ヴェネツィア・グロッソ

相当の銀で 60 リヴラ②も手に入るだろう。 

この市は、配下に 16 の商業と手工業の盛んな立派な町を有している。なぜなら、この市シン

グイとは我々のラテン語で③地を意味し、もう一つの市が天という名をもっているからである。こ

れは、この市の偉大な立派さのためである。１  

 

 ①（もしマンジ地方の者たちが武人であれば）「全世界によっても征服されないだろう」：F「全

世界を征服しただろう」：写字生の言い替えか。   

 ②「１ヴェネツィア・グロッソ相当の銀で 60 リヴラ」：F「40 リブラ」。  

 ③「我々のラテン語で」：F「フランス語で」。 
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５ P9：Firenze Riccardiana, Ms. 983, ff. 64v.b8-65r.a21.  

(64v)  
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(65r)  

 



22 

 

P 151  

 

De nobili ciuitate Synguy, Ca. LXIIJ  

Synguy autem est nobilissima ciuitas, cuius circuitus continet in mensura miliaria 

sexaginta .  Ibi est maxima populi multitude. Sic enim est Mangy prouincia populosa 

quod si populus terre in armis strenuus esset, totum alium mundum conquirere et 

deuincere  debuisset. Sed mercatores et artifices ibi multi sunt, multique medici et 

philosophi inter eos sunt.  

In hac ciuitate sunt pontes lapidi circa sex milia, tante altitudinis ut sub vno quoque 

ipsorum galea libere  transire valeat, atque sub multis pontium predictorum simul  

due possint transire galee. In montibus ciuitatis huius crescit reobarbarum. Ibi etiam 

çinçimber in tanta copia crescit quod pro vno argenteo  veneto haberentur .lxxx.  

libre çinçimbris recentis et optimi．Hec ciuitas sub iurisdictione sua habet .xvi. 

ciuitates magnarum ualde mercatorum et artium.  

Ciues Singui uestimentis sericeis ut plurimum induuntur ①. Ideoque  ibi 

multi panni de serico fiunt. Vocatur autem ciuitas Singuy .i.  ciuitas terre. Alia uero 

ciuitas dicit Quinsay .i.  ciuitas celi. Et hec optinu erunt nomina ciuitates ille, quia 

in orientis partibus sunt nobilissime ciuitates ②.    

 

第63章 立派なシングイ市について  

シングイはまたいとも立派な市で、周囲60マイルある。そこにはたくさんの人々がいる。マンジ地方も

とても人口が多いから、もしその地の人々が武術に強かったなら、他の全世界を征服し打ち負か

したであろう。しかしそこには多くの商人と職人がおり、彼らの中には医術師や哲学者もたくさんいる。  

この市には石の橋が約6千あり、とても高いからそれらの橋の下を1艘のガレー船が自由に通ること

が出来るし、また上述の橋の多くの下を2艘のガレー船が一緒に通ることが出来る。この市の山に

は大黄が生える。そこにはまた生姜もいっぱい育ち、1ヴェネト銀貨で最高の新鮮な生姜が80リブ

ラ手に入るだろう。この市は配下にとても大きな商業と手工業の都市を有している。  

シングイ市民はたいてい絹の衣を纏う①。そのため、そこでは絹布がたくさん織られる。シングイ市は

また地の市と呼ばれる。一方、もう一つの市はキンサイ、すなわち天の市と言う。これらの市がこの

名を得たのは、東方の地にはとても立派な都市があるからである②。 

 

 

①「シングイ市民はたいてい絹の衣を纏う」：F では冒頭の絹のところに、「自分たちの衣

服用に絹の布をたくさん織る」とあり、それのピピヌスによる言い替えと見られる。  

②「東方の地にはとても立派な都市があるからである」：F「これら（スジュとキンサイ）はこの名

を、その偉大な立派さゆえに持っている」、これのピピヌスによる言い替えであろう。  
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６  Z:Toledo, Ms. 49.20.Zelada, ff. 41v.20-42v.3.  

(41v)  
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(42r)  
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(42v)  
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Z84  

 

Fuçiu①  est quedam civitas nobilis et magna, cuius gentes adorant ydola, menetam 

habent de cartis et sunt sub dominio Magni Can. Vivunt de mercimoniis et artibus. 

Habundantiam habent syrici, et pro eorum vestibus multos laborant drapos de syrico. 

In ea sunt magni mercatores et divites. Civitas in suo circuitu bene girat miliaria 

sexaginta.  In ea tanta quantitas gentis est quod nullus numerum scire posset. Et si 

homines essent [42r] pro armis, illi de provincia Manci, totum alium mundum eorum 

dominio subiugarent; sed homines viles  sunt et in armarorum exercitiis 

insueti② .  Sapientes mercatores sunt et in omnibus artibus homines subtiles . Sunt ibi 

sapientissimi philosophi et medici naturales, qui subtiliter in natura cognoscunt. Sunt 

et multi magici et divinatores③. In ista quidem civitate sunt circa  sex milia 

pontium, sub maior partes  quorum transiret una galea vel due. Et in montibus istius 

civitatis nascitur reobarbar et çinçiber in magna quantitate: nam pro uno veneto groso 

haberentur bene sexaginta  libre çinciberis recentis, qui est valde nonus. Et noveritis 

quod civitas ista sub se habet bene sexdecim civitates multum nobiles et magn arum 

mercationum et atrium. Nomen istius tivitatis, videlicet Fuçui, interpretatur 

‘terra’; et nomen cuiusdam alterius civitatis, nomine Qinsay,  de qua 

subsequenter tractabitur post istam,   appelatur ’celum’. Ista quidem 

imposita sunt nomina propter nobilitatem et potenciam  earum.  

Discedendo quoque a Fuçui, quedam civitas invenitur nominee Vugui, per unam 

dietam distans a Fuçui. Ciivitas quidem est nobilis et bona, et multarum  

mercationum et arcium.  

Est etiam alia civitas nomine Vughin, cuius gentes adorant ydola, monetam habent de 

cartis et sunt sub dominio Magni Can. In ea est habundantia syrici et multarum 

manerierum aliorum mercimoniorum. Sunt et ibi prudentes  mercatores et artifices.  

Est etiiam quedam alia civitas nomine Çangan, que est valde nobilis et dives, gentes 

cuius adorant ydolla, monetam habent de cartis et sunt sub dominio Magni Can．「42v」

Vivunt de mercationibus et artibus. Ibi laborantur syndones diverse in multa quantitate. 

Habent etiam venationes et aucupationes multas. In ea non sunt alia relatu digna.  

 

Z84  

 フジュ①は立派で大きな市で、人々は偶像を崇め、紙のお金を持ち、マグヌス・カンの統治

下にある。商業と手工業で生きる。絹が豊富にあり、自分たちの衣服用に絹の布をいっぱ

い織る。裕福な大商人がいる。市は周囲六十マイルもある。誰もその数は分からないほど

膨大な数の人間がいる。もし武器に向いた者たちだったなら、マンチ地方の者たちは残りの
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全世界を支配下に置くことができただろう。が、臆病な人間で、軍事には馴れていない②。

賢明な商人とあらゆる仕事に巧みな人々である。とても聡明な哲学者や自然医術師がお

り、自然のことに詳しく通じている。魔術師や占い師もたくさんいる③。市内には約六千の石

の橋があり、その大部分の下を一隻か二隻のガレー船が通れるだろう。市の山には大黄と

生姜が大量に生え、実際一ヴェネツィアグロソでとても質の良い新鮮な生姜が六十リブラ

も得られるだろう。この市は管轄下に十六もの大商業と大手工業のとても立派な市を有して

いることをご存じありたい。この市の名前つまりフジュは、地という意味である。キンサイという

もう一つの市の名前は、それについては続いてこの後に述べるが、天と呼ばれる。これらの

名前は、その立派さと力から付けられたものである。 

   フジュを発つと、ヴジュ２という市があり、フジュから一日行程離れている。立派で豊かな市

で、商業と手工業が多くある。 

   また、ヴギン３という別の市があり、人々は偶像を崇拝し、紙のお金をもち、マグヌス・カンの

統治下にある。絹その他多くの種類の商品が豊富にある。熟練した商人と職人がいる。 

 また、ザンガン４という別の市があり、とても立派で豊かで、人々は偶像を崇め、紙のお金を

持ち、マグヌス・カンの統治下にある。業と手工業で生きる。種々の薄絹地を大量に織る。

鳥と獣の猟もいっぱいある。他に記すに値することはない。 

    

Z84  

Fuçiui is a city noble and great, the people of which adore idols, and have money 

of paper and are under the dominion of the great Can. They live by trade and by 

arts. They have silk in  abundance, and for their clothing they make many clothes 

of silk. In it are great merchants and rich. The city has its own circuit of sixty 

miles enough. In it are so many quantities of people that no one could know the 

number. And if the men were for arms, those of the province of Manci, they would 

subjugate all the other world to their dominion; but they are coward and 

not used to the exercise of arms. Wise merchants are they and are men 

skilled in all arts. There are very wise philosophers and natural physicians, who 

know the nature very well. There are many magicians and diviners. In 

this city are about  six thousand bridges, below the major part of  which 

would pass one galley or two. And in the mountains of this city grows the rhubarb 

and gingers in great quantity: for one Venetian gross would be had well sixty 

pounds of fresh gingers, which are very good.  And you may know that 

this city has under itself quite sixteen cities very noble and of great 

trade and arts. The name of this city,  i.e. Fuçui, is interpreted  ‘the 

earth’; and the name of another city, Qinsay, of which it will be treated 

successively after this,  is called ‘the heaven’. These names are imposed  
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for their nobility and power .   

And then leaving Fuçui, one finds a city named Vugui, distant by one day from 

Fuçui. The city is indeed noble and good and is of many  merchandises and of 

arts.  

There is also another city named Vughin, the people of which adore the idols and 

have money of paper and are under the dominion of the great Can. In it are silk 

in abundance and many manners of other merchandises. And there are prudent 

merchants and craftsmen.  

There is also another city named Çangan, which is very noble and rich, and the 

people of which adore idols, have money of paper and are under the dominion of 

the great Can. They live by trade and by arts. There are produced different sorts 

of sendal in much quantities. They have many hunting and chase too. In it there 

are no other things worth relating.                

                                 (Moule より抜粋)  

 

 ① Z fuçiu＜フジュ＞- F ʃugiu＜スジュ＞：手稿本では小文字の f と ʃ は見分け難い

ことが多いことから来る。  

 ②「臆病な人間で、軍事には馴れていない」：F 単に、「彼らは武人ではない」。  

 ③「魔術師や占い師もたくさんいる」：Z（･R）のみ、加筆の可能性の方が高いのでは。 

 

 

 

 

 

図 7 姑蘇繫華図（徐揚 清代）  
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7 R:Navigazioni e Viaggi, Vol. II, Cap. 67. 

 

Cap. 67 Della città di Singui e Vagiu.  

 

Singui è una grande e nobile città, la qual gira d'intorno da venti miglia. 

Sono tutti idolatri e sottoposti al gran Can; spendono moneta di carta, e 

hanno gran quantità di seta e ne fanno panni, perché tutti vanno vestiti di 

seta, e anco ne vendono. Vi sono mercanti ricchissimi, e tanta moltitudine 

di gente che è cosa mirabile. Sono uomini pusillanimi, e non sanno far altro 

che mercanzie e arti, ma in quelle dimostrano grande ingegno, 

conciosiacosaché, se fossero audaci e virili e atti alle battaglie, con la gran 

moltitudine che sono conquistarebbono tutta quella provincia e molto piú 

oltre. Hanno molti medici, e quelli eccellenti, che sanno conoscere le 

infirmità e darli i debiti rimedii, e alcuni che chiamano savii,  come appresso 

di noi filosofi, e altri detti maghi e indovini.  Sopra li monti vicini a questa 

città vi nasce il reobarbaro in somma perfezione, che va per tutta la 

provincia; vi nasce anco in quantità il gengevo, e v'è tanto buon mercato che 

quaranta libre di fresco si può aver per tanta moneta che vagli un grosso 

d'argento veneziano. Sono sotto la giurisdizione di Singui da sedici buone 

città, e ricche di gran mercanzie e arti. E Singui vuol dire città di terra, 

come all'incontro Quinsai città del cielo.  

Or, partendosi da Singui, si truova un'altra città di Vagiu, lontana una 

giornata, dove è similmente abondanza di seta, e vi sono molti mercanti e 

artefici: e quivi lavorano tele sottilissime e di diverse sorti, e vengono 

condotte per tutta la provincia.  Né altro essendovi degno di memoria, 

trattaremo della maestra e principale città della provincia di Mangi, 

nominata Quinsai.  

 (liberliber.it.より) 

                                                         

RI I-67 シングィおよびヴァジゥ市について 

   シングィは大きく立派な市で、周囲二十マイル①ある。みな偶像崇拝で、グラン・カンの下に

ある。紙のお金を使い、絹が大量にあり、皆絹を身にまとうから②その布を織り、また売る。と

ても金持ちの商人がおり、人の多さは驚くべきものである。意気地ない者たちで、商売と職

人仕事の他はできないが、これには大変な才覚を発揮し、したがって、もし勇敢で男らしく戦

に向いていれば、その人口の多さでこの地方全体どころかそれ以上を征服したことであろう

③。多くの医術師、病気をよく診立てしかるべき治療を施すことのできる優れ者や、我々のと
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ころの哲学者のような賢者と呼ばれる者たち、その他かの魔術師とか占い師もいる①。市

近くの山に最高級の大黄が産し、同地方全体に行き渡る。生姜も大量に産し、しかもとて

も安く、ヴェネツィア銀一グロッソ相当の金で新鮮なのが四十リブラ得られるだろう。シングィ

の管轄下に十六の優れた市があり、大商業と手工業に豊かである。シングィとは、天上の

都市キンサイに対して地上の都市を意味する。 

  次に、シングィを発って一日行程離れたところに、ヴァジゥという別の市があり、やはり絹が豊

富で、多数の商人と職人がいる。様々な種類のとても薄い布を織り、同地方全体に運ば

れる。他に記すに値することはないので、キンサイというマンジ地方第一の首都について述

べよう。 

  

 

① R「 （市の周囲）20 マイル」：F「40 マイル」FA･TA･VA･P･Z「60 マイル」。  

② R「皆絹を身にまとうからその布を織り」：P②「シングイ市民はたいてい絹の衣を纏う」よ

り。  

③ R「意気地ない者たちで、商売と職人仕事の他はできないが、これには大変な才覚を発

揮し、したがって、もし勇敢で男らしく戦に向いていれば、その人口の多さでこの地方全体どころ

かそれ以上を征服したことであろう」F「マンジ地方の人間が武人であったなら、残りの

全世界を征服したことだろう」：ラムージォによる過激な書き換え。  

 ④ R「多くの医術師、病気をよく診立てしかるべき治療を施すことのできる優れ者や、我々の

ところの哲学者のような賢者と呼ばれる者たち、その他かの魔術師とか占い師もいる」:ラムー

ジォによる書き直しと膨らませ。16 世紀ヴェネツィアのユマニストであり、名文家

でもあったラムージォは、自分が底本として使った P や Z１のプリミティブな文章を

そのままイタリア語に置き換える気にはなれなかったのであろう。  

  

 

次は、その天の都市キンサイ杭州である。その章は、カンバリク大都を除くと、

単独都市としては最も長いものであり、また三つの版の異なり、とりわけ F・Z 対 R

の差が最も甚だしいものである。  
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図 8・9・10 蘇州の運河と石橋  
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図 11 范成大  蘇州石刻像（滄浪亭五百名賢像  1827 年）  

           宋  参知政事  諡  文穆  范公成大  

           達於政体／使不辱命／晩帰石湖／恰神養生  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 范成大  

 (@baidu.com)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


